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≪巻頭言≫ 

一年を振り返って、そしてこれからの一年          

                            理事長 宮内 眞子 

新年度に当たって、１年を振りかえり反省してみます。 

7 年間 財政担当理事をしていましたが、その部分しか解っていなかったように

思います。全体を総括する仕事も多々あり、知らないことが多すぎてすべてが勉

強であっという間に１年が過ぎました。 

全国連盟、近畿ブロック、県連所属の各会との連絡役とまさに黒子の地味な仕

事ですが、それが基礎にあってこそ、今後の県連の方向性を考えなければならな

いと実感する１年でもありました。 

２月の代表者会議では、活発な意見が出され、問題提起もされました。（県連ニ

ュース３月号の議事録）今年は、代表者会議を重ねて、県連の体制を変革する年

にしたいと思っています。県連のするべきことは何か。県連は、調整役として、

各会が活発に活動できるように協力していきたいと思っています。 

「新型コロナウイルス」の影響で、3/8 の第 44 回定期総会を開催か、中止か、

延期か、と悩んでいる時、2/21 に滋賀県スポーツ会館から「会場の使用禁止」の

連絡が入り、総会が開けなくなりました。 

活動案・予算案の承認を得るため、急遽 代議員の方にご理解をしていただき

委任状を集めて 3/8 の定期総会を代表者会議に切り替えて県連事務所で開きまし

た。 

2019 年度の活動報告・決算報告の承認、2020 年度の活動計画案・予算案の承

認をしていただきました。特に計画案では、今年度は、比良縦走大会をやめて、

新たに「９月に県連交流月間」を設け、各会の例会をオープンにして会員が参加

できるようにするというものがあります。予算案では、連盟費の負担を月 460 円

から月 400 円に値下げする。各会の負担を減らすというものがあります。県連は、

傘下の所属会にとって有益な活動が出来ているのかと考えた時、何も出来ていな

いのではないかと。そのために、理事の負担も減らして県連として出来ることは

何だろう・・・理事の減員、理事会の回数を減らす、連絡事項はメーリングリス

トを活用、機関誌の印刷をやめＰＤＦ配信にする（4 月号から岳友会・山友会・

ｼｬｸﾅｹﾞ・彷徨は、ＰＤＦ配信のみ）等です。出来ることから何でもやっていこう

という思いです。 

今から代表者会議を重ねて、来年度の総会に提案できればと思っています。 

会員のみなさま、県連に対して叱咤激励と協力をお願いします。 
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第 41 回 近畿ブロック搬出技術講習会中止のお知らせ 

2020 年 4 月 5 日（日）に予定していた第 41 回 近畿ブロック搬出技術 

講習会は コロナウイルス感染拡大防止のため、ハイキングコース、 

尾根搬出、岩搬出、岩のセルフレスキューコ－スとも中止となりました。 

ご協力をお願していた皆さま申し訳ありませんが、ご了承ください。 

 

 

県連総会は中止しました 
 ３月８日（日）に予定していた、2020年度第４４回県連総会は、コロ

ナウイルス拡大防止の観点から、会場のスポーツ会館が使用禁止となり、

中止としました。 

 

   2020総会議案は 

2019第２回代表者会議で承認されました 
 そこで、代表者会議で代替すべく、事情を説明し、急遽総会代議員の

方々から理事長への委任状をいただき（総数２２名のうち１７名、なお

代表者会議出席の代表者４名は代議員）、2018 年度第２回代表者会議を

総会予定日当日県連事務所で開催しました。 

４会の代表者、会長、理事長、各理事の方々の活発の討論、意見があり

ましたが、詳細は本号掲載の議事録を参照下さい。 

代表者会議議事録で確認することとして、2019年度活動報告、2020活

動計画、予算案活動費用などすべての議案が承認されました。 
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2019 年度第 2 回代表者会議・議事録 
2020.3.8（日）14;00～15;40 於;県連事務所 

 
出席;[代表者]代表者会定数１８名 

豊田(滋賀山友会)、西村(比良雪稜会)、北村(湖南岳友会)、太田(シャクナゲ) 

[理事]理事会定数１２名 

   友永、池田、中島、高玉、宮内、古川、田中、今村、藤関、渡壁 

欠席;[委任状]柴田(ちごゆり)、谷内(彷徨倶楽部) 

  （連絡あり）飯野、濱 

代議員の委任状 １７名(定員 ２２名) 代表者会議４名は代議員 

 

１；はじめに 

      ３月８日に予定していた定期総会が「新型コロナウィルスの拡大防止」のため、会場
使用禁止になり急遽総会につぐ決議機関として代表者会議を招集。 

２；議 題 

(1)2019 年度の活動報告・決算報告の承認について 

～意見～ 

・自然保護部会の 2019 年度の活動報告の「登山道の放射線測定」について、 ３箇所を自然
保護部会が実施したような記述になっているが、実際は比良雪稜会が１箇所で自然保護部
が２箇所の実施である。正確に記述して欲しい。 

 ※出された意見に基づき、自然保護部の活動報告の記述を代表者会議議事録で修正するこ
とで射線量測定結果の測定した行為主体を明確に記述した上で承認された。 

修正文 

正）議案書 P8  

○登山道の放射線量測定 

 昨年度に引き続き原発が多数立地する福井県との県境の測定を重点に実施し
た。比良雪稜会が実施した比良山、自然保護部が実施したマキノ寒風山と鈴鹿高
畑山の 3 箇所を全国連盟自然保護部へ報告した。 (資料集 P31～32) 

資料集(P31) 比良雪稜会実施    2 箇所下線を追加訂正します。 

       比良・荒川峠 

         989m 

       

(2)2020 年度の活動報計画・予算の承認について 

～意見～ 

・教育遭難対策部の「県連山岳交流月間」については初めての取組であり各 会が１箇所を

提示する。その際に定員についても明示する。これのお知らせについては県連ニュース８

月号(７月 20 日発行)で知らせことを確  認した。尚、参加対象は会員。 
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・予算については、各個人の県連盟費の一ヶ月あたり６０円値下げと装備費  救助隊が０
であるのが特徴で、県連のあり方について意見が出された。   ※出された意見をもとに承認
された。 

(3)2020 年度滋賀県勤労者山岳連盟役員候補の承認について 

   ※提案された役員候補について意見はなく承認された。 

(4)その他 

①救助隊について 

～意見～ 

・救助隊については実質的な活動はされておらず、県連内に残すことについ  て様々な意
見がある。ちごゆりの委任状のメッセージには「残す」こと  を要望しているところもあ
る。今後については関係者で議論して､その結論  を理事会で今年度中に決めていきたい。 

②機関誌の PDF 化・今年から実施について 

～意見～ 

・今年一年間は試行期間とする。滋賀山友会・湖南岳友会・シャクナゲ・彷  徨倶楽部に

ついては実施するが、雪稜会は検討課題として持ち帰り。 

ちごゆりについては、問い合わせる。 

③理事会・理事の削減について 

※上記の課題については今年度、何回か代表者会議を行い検討することする。 

 

④清掃登山の簡素化 

 ・ちらしの印刷に間に合わなければ、後援名義など毎年のことだから（予定）にして印刷
したらよいのではないか。 

 ・担当していたときは、結構負担が大きかったので、簡素化にしていかないと大変である。 

 

次回の日程 第１回理事会  ４月８日(水)午後７時～ 県連事務所 
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全国連盟第 34 回総会報告 

日時、場所  2020 年 2 月 15～16 日 府中市 ホテルコンチネンタル 

  型どおりに会長挨拶と各来賓の挨拶が終わって、議長団選出の後議案書の提案があった。2019 年

の会員数は 591 団体、18238 名で、前年より 7 団体、564 名の減少となった。全体に会員の高齢化によ

り会の運営が困難になった事が原因としてあげられていた。会員を増やしている会は、ホ－ムペ－ジの

活用と登山教室の開催が会員拡大の大きな要素となっている。 

  労山の遭難者数は 330 名で前年より 16 名増えたが、死者数は 10 名から 4 名と減少した。ただし高

齢者の骨折事故が多くなっている。ココヘリの普及を進め全国で 1570 名の方が加入している。今後も

普及活動を進める。 

 太陽光発電所や風力発電用の風車建設など大規模な自然破壊の反対運動を進めているが大きな

成果は得られていない。 

 ハイキングではスマホ活用術の講座などを開催した。「ハイキングＡＢＣ」と「ハイキングセカントド・

ステッブ」のネット販売を始める計画がある。定価を 100 円引き上げるが会員には従来通りの価格で販

売する。 

  登山時報は試験的に無料ネット配信をして反応を見て有料配信を検討する。 

6 月 21 日に創立 60 周年の記念講演とレセプションを行うなどの報告と提案があった。 

 

質疑や意見をすべて掲載する事は出来ませんので、私の独断と偏見で一部報告します。 

 和歌山→女性集会を主管したが、全国連盟から何の説明もなく主管になっていた。もっと連絡を密

にしてほしい。 

   山口→ココヘリの普及を進めるというが、1000 倍給付というのは、他の給付と比べて不公平ではな

いか。 

  愛知→登山時報に事故の原因・分析を掲載してほしい。事故事例研究の資料となる。 

東京→女性委員会を個別の項目から事務局に入れるのは、女性活躍を進めるのに逆行するので

はないか。 

  奈良→登山時報をネット配信すると言うが、今でも紙媒体の発行部数が少ないのに、発行部数の減

少につながるのではないか。 

 静岡→7 団体が脱退した。連盟費が高すぎるのではないか。また全国連盟との距離が遠い気がする。

もっと地方連盟との交流を図るべきだ。 

  兵庫→県連では各地域ごとに交流会を開き理事が参加し意見など聞いている。連盟費を 385 円から

300 円に下げた。 

 島根→カレンダ－は元の大きさに戻して、曜日も日曜日からはじめて欲しい。 

 福岡→労山基金の加入者数が、会員数より多いのは何故か。 

 不明→事故防止のためにも登山者の資格検定が必要ではないか。 
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ぐうたら会長のつぶやき 

  3 月 8 日の総会はコロナウイルスの感染拡大防止のため、急きょ代表者会に変更して議案書の審議

を行い一部修正のうえ承認されました。ありがとうございます。 

また４月５日の近畿ブロック搬出講習会も同様に中止となりました。講師やスタッフを引き受けてくださ

いました方には申し訳なく思っていますがご了承ください。 

 

 話題は変わりますが、数の位の名称は幾つあるかご存知ですか？ もうすでに寛永年間には吉田光

由という数学者によってほぼ完成されていたそうです。少し長くなりますが紹介します。 

 一、十、百、千、万、億、兆、京、この辺りまではご存知の方も多いと思いますが、これから延々と続き

ます。垓（がい）１０20、𥝱（じょ）１０24、穣（じょう）１０28、溝（こう）１０32、癇（かん）１０36、正（せい）１０40、載

（さい）１０44、極（ごく）１０48、恒河沙（ごうがしゃ）１０52、阿僧祇（あそうぎ）１０56、那由他（なゆた）１０60、不

可思議（ふかしぎ）１０64、無量（むりょう）１０68、大数（たいすう）１０72 と続きます。ちなみに地球の直径は

1.27×107m、太陽の直径は 1.39×１０9m、銀河系の直径は 9×１０20m、宇宙全体の星の数は１０22 個だ

そうです。１０22 は百垓です。大数の１０72 とはどのくらいの数なんでしょうか？ 想像もつきません。今ま

での私の人生では万の単位までが認識の範囲です。 

（今あげた数字は 1980 年半ばのものです。今はもっと星の数はふえているかも知れません） 

 

比良の沢、第４．５弾です。 

Ｎo410 86－７ 白滝谷(沢登り)    1986 年７月 19 日   

(コースタイム)坊村 9:45---10:25 牛コバ 10:40---11:40 白石谷出合 11:50---13:00 夫婦滝下 13:20---

14:00 木戸峠---14:45 天狗杉 14:55---16:00 志賀駅 

 坊村より通い慣れた道を牛コバまで行く。牛コバで装備を着け遡行開始。しばらくは平凡。小滝を三つ

ほど越すと白石谷出合。軽い食事をして先を急ぐ。３～５m の小滝が続く。ワラジを利かせて快適に越え

る。釜を持った８m ほどの滝が綺麗だった。ナメ滝が続き、廊下状の中に小滝が懸かった所がやや手強

かった。やや大きな滝を右から越えると夫婦滝の下に出て遡行終了。まずは快適な沢登りでした。 

Ｎo411 86－８  奥の深谷(沢登り)    1986 年７月 24 日   

(コースタイム)坊村 9:50---10:25 取付き 10:35---12:25 登山道出合 12:30---13:30 中峠分岐 13:40---

13:45 金糞峠---14:40 イン谷口---15:15 比良駅 

 比良一の美渓と言われています。雨の後で水量多く苦労した。白谷の先で入渓。先行パ－ティ二人い

た。小滝を越えて行く。小ゴルジュも所々あった。４段 40m の滝は楽しくシャワ－で登った。上の二つは

巻く。特に難しい滝も無く、高巻きもはっきりした道がある。核心部を抜けても流れに沿って行き、中峠へ

の分岐でワラジを外し金糞峠を越えて下山した。 

 

4 月も計画を立てないことにします。 
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月 日 県連・全国行事 月 日 各会の行事 会名

3-5 南アルプス・仙丈ケ岳 4 中止　音羽山（公開山行） ちご

（雪山基礎講座2020/CSS） 11 花見山行　沖島 彷徨

11 比良・白滝谷～木戸峠 山友

5 中止　近畿ブロック搬出技術講習会 12 高島トレイル⑧ 岳友

12 定期総会 山友

12 大文字山 雪稜

4 16 ミーティング 彷徨

18 ミーティング 岳友

19 金剛山 岳友

18-19 加賀大日岳～越前大日岳 彷徨

17-19 北アルプス・遠見尾根～白岳 19 岳山 ちご

（雪山基礎講座2020/CSS） 19 カナ山 雪稜

19 天王山～勝竜寺城公園 山友

25-30 八甲田山(ｽｷｰﾈｯﾄ) 26 野点山行　八ヶ峰 雪稜

29 上谷山 雪稜

29 上谷山 山友

2 天ヶ岳（大原） ちご

3-6 北アルプス・鹿島槍ヶ岳 3 万野山・高室山 雪稜

（雪山基礎講座2020/CSS） 3-5 妙高・火打山 彷徨

9～10 比良比叡山トレイル② 雪稜

9 金毘羅岩トレ（CSS）

16 しし岩岩トレ（CSS） 14 ミーティング 彷徨

17 ハイキング部例会 山友

16～17 女子ﾃﾝﾄ泊（ｸﾛﾄﾉﾊｹﾞ～ﾘﾄﾙ比良～音羽） 雪稜

5 24 余呉トレイル 彷徨

24 新穂山 雪稜

25 武奈ケ岳 ちご

28～1 韓国の山 彷徨

30～31 関東例会（那須5山） 雪稜

31 清掃登山 31 清掃登山（（竜ヶ岳） 山友

7 清掃登山 7 清掃登山（比良2コース） 雪稜

7 清掃登山（雪野山） 彷徨
7 清掃登山（岳山） ちご

7 清掃登山（金勝山） 山友

7 清掃登山（伊吹山） 山友

7 清掃登山（寒風山） シャク

6

14 奥美濃　冠山 彷徨

18 ミーティング 彷徨

19-21 信越トレイル 彷徨

21 ひょうたん崩山 ちご

21 但馬妙見山 雪稜

行 事 予 定

会名略号　山友：滋賀山友会、岳友：湖南岳友会、雪稜：比良雪稜会、ちご：ちごゆり山歩会

　　　　　　　シャク：シャクナゲ溯行クラブ、彷徨：彷徨倶楽部

　　　　　　　ｽｷｰﾈｯﾄ；山スキーネット滋賀、CSS：クライミング研究会滋賀



 

 

２０２０年５月号の原稿は、４月１５日〆切です。 

原稿の投稿先は tfurukawa@dj8.so-net.ne.jp まで、 用紙サイズは B5、

フォントは本文 10.5～1１、タイトル 12～1４、余白は上下左右 19ｍｍとし、 

使用する写真は 200KB 以内としてください。 

皆様のご協力をお願いいたします。 
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